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W-(2十号(1-m)n-i)3 (9)

であるO 図には¢｡-0･10,0･13,0･167の三つの場合に(7)で与えられるAを示したo ¢｡

-0.13の値が比較的よい一致を与えることが判明した｡
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7.ランダムな界面系の散乱関数

京大･教養 冨 田 博 之

相分離がすすみ滑らかでランダムな界面が形成された段階における散乱関数のスケイ リング

則を考える1.)

ランダムな界面系と言っても,体積組成比¢の値によって特徴が異なる｡ ¢≪1では半径分

布に広がりを持った球状液滴系, ¢～0.5ではpercolateL,かつ自己相補的な界面系,その

中間では不規則な表面を持ったクラスター系と考えられる｡このようなバラエティを考慮する

と¢の全額域を通して統一的なスケイリングの機構を探すのは無理であろう｡ ¢-0.5では時

間的にcrossoverが起こることも報告されている2.)
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ランダムな界面系の散乱関数

滑らかでランダムな界面系を特徴づける長さとして

(1)平均的曲率半径 ～q妄l

(2)平均的クラスターサイズ -q61

-1
(3) クラスター間の相関距離 ～qM

が挙げられるが,いま考えている段階ではこれらはすべてミクロな長さ,すなわち界面の厚さ

(orderparameterの揺ぎの相関距離 )打こ比べて十分長くなっているとして,I-0の極

限を採用している｡ この3種の長さ,あるいはその逆数 ･3種の波数は散乱関数の

(1) tail部分

(2) 主要部分 (例えば peak位置 qm｡Ⅹ)

(3) q～ 0部分

に対応し,界面の統計量と以下のように関係づけられる｡ order,parameterを

∫- 1 inminorphase,- oinmajorphase

として相関関数 ∫(カ ニ<∫㈲∫(づ>-<♂>2の展開

9(r)-め(1-♂)-(Ar/4)(1-r2/12R2十-IlTl

が得られる(♂-<∫>)30)ここでdおよびRm は界面の統計量で

A-Ida/V

Rニ2- ∫da〔(2W)-1∫02打R;Zdp]/Ida

(R-;-RI1cos29十R;1sin2? )

すなわち各々,界面面積の密度および界面上の各点におけるEulerの法曲率を法ベクトルの

まわりに2乗平均した量の界面全体についての平均である｡ γの1次の項は,界面の鋭いpro-

filesingularity (f→ 0)を反映しており,また ( )の中にrの1次の項が現れないの

は,界面が滑らかであると仮定したことによる. Fourier変換により散乱関数 に対Lqの逆

べキ展開

S(q)- 2打Aq-4(1十R:2q-2十-･)

が得られるが,rの1次のsingularityはq~4 tailすなわち Porod則となって現れ,界面が

滑らかであることは,このlong-tailを除いた和則
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Io∞〔q4S(q)-2wA〕dq- 0
に対応する｡要するに界面の prOfilesingularityを除けば系はnon-singularである｡ ただ

し,上の展開が収束して意味を持っためには,界面はランダムでなければならない｡例えば単

分散球系では q45(q)は振動 し,収束しない｡球状液滴系で収束するためには,少なくとも半

径の連続分布によりこの振動が塗 りつぶされるという意味でランダムでなければならない｡

S(q)の展開から qp-R-1がPorod別の成 ｡立っ範囲を決める特性波数であることがわかるo吐甘

またS(q)'e)主要部分を特徴づけるqcとしては,長距離秩序に関する和則

(2W)-3Joms(q)4wq2dq-Q(1-¢)

の半分まで充たす波数,と定義すると

(2汗 3Jogs(q)如 q2dq-¢(1-¢)-A/wQ+･-

より

qc-- 2A/7r¢(1-¢)

を得る｡ 散乱関数のスケイリング則が成 り立つためには,この3つが同じ時間依存性を持たな

ければならず,そうでない時には crossoverが起こる可能性がある｡

¢≪1の球状液滴系では

q;1-R -<R2>1/2rW

qc 一打¢/2A-打<R3>/6<R2>
-1

となり,半径分布がnon-singularならgp～ qcであるo qM は上の展開形からは何も言えな

いが,液滴間の相関距離に対応することから,平均距離4)ならば

qM ～ll/3<R3>1/3
-1

平均自由行程 (しゃ閉距離 )5,6)ならば

qM ～ll/2<R3>1/3
-1

と,いずれにしてもqM≪ qc- qpであるが,すべて同じ特性長 ｢平均半径｣でスケイルされる
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自己相似性をもつ界面の運動

ことがわかるo ¢～0･5の自己相補的な界面系では明らかに qM～ qcであるが,qpとの大小関

係はいずれの場合も考えられる｡ 例えば, smootheningが percolationに遅れると

qc< qp

となり, Porodtail部は主要部から追い出されて q~6的な形への crossoverが起こり得る.

中間の¢の値に対する不規則な表面を持っクラスター系では,一つのクラスターの散乱関数

を(散乱ベクトルの)方向について平均 したものは適当な半径分布を持った球系に等価である

ことを示すことができる｡ したがってクラスターが球形からずれて不規則になることにより,

散乱関数のtail部の振動はさらに平均化されて収束が速くなり,ピークは鋭 くなる｡
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8. 自己相似性をもっ界面の運動

名大 ･工 豊木博泰,本田勝也

秩序変数が保存 しない系において,相転移点以下に急冷した場合の秩序形成のダイナミック

スを,界面の運動に注目して解析しようという試みがいくつか行われてきた1.) その結果は,

Kineticlsing模型の MonteCarloシミュレーション(KIM)2)による結果とよい一致を

示す｡特に太田, Jasnow,川崎のu-場理論は,KIMと同様の相関関数を導く｡しかし,

この理論では界面の運動方程式が直接扱われているわけではない｡従って,両者の関係をより

明らかにするために,界面の運動それ自体を格子上でシミュレートし,KIMの結果とくらべ

ることは有意義であろう｡ われわれは,時間的 ･空間的に離散的な界面モデルの第一歩として,

界面の複雑さが-様な場合について考察したのでそれを報告する｡ そして,その結果とKIM
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